
2018.033

を
機
に
、
新
年
度
で
は
こ
れ
ら
の

観
光
資
源
を
し
っ
か
り
と
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
市
立
川
西
病
院
の
改
革

で
は
、（
仮
称
）
川
西
市
立
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
の
整
備
と
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
を
決
断
し
ま
し

た
。
北
部
地
域
の
医
療
提
供
体
制

に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と
住
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
市
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
医
療
体
制
を
守
っ

て
い
く
た
め
に
、
引
き
続
き
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

後
期
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト

　　

新
年
度
は
、「
第
５
次
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト

す
る
、
新
た
な
出
発
の
年
と
な
り

ま
す
。
予
算
の
編
成
に
当
た
り
ま

し
て
は
、
め
ざ
す
都
市
像
で
あ
る

「
で
あ
い 

ふ
れ
あ
い 

さ
さ
え
あ

い 

輝
き
つ
な
ぐ
ま
ち
」
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
第
一
義
と
し
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
市
民
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
な
ど
の
公
益
的
な
活
動
を
推

進
し
、
多
く
の
ま
ち
づ
く
り
の
担

い
手
と
手
を
携
え
な
が
ら
、
参
画

と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
重
点
的

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
の
魅
力
を
生
か
す

　　
今
年
は
市
に
新
た
な
魅
力
が
２

つ
生
ま
れ
ま
す
。

　
１
つ
目
は
「
キ
セ
ラ
川
西
プ
ラ

ザ
」が
秋
に
完
成
す
る
こ
と
で
す
。

　
同
プ
ラ
ザ
で
は
、
文
化
会
館
や

中
央
公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設
を

集
約
。
多
目
的
ホ
ー
ル
「
キ
セ
ラ

ホ
ー
ル
」
が
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と

で
、芸
術
や
文
化
活
動
を
通
じ
て
、

多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
プ
ラ
ザ
内
に
新
た
に

開
設
す
る
「
こ
ど
も
・
若
者
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
子
育
て
支
援

サ
ー
ビ
ス
と
、
若
者
の
課
題
解
決

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
相
談
窓
口
を
設

け
た
、
県
内
初
の
施
設
で
す
。

　
２
つ
目
は
、
新
名
神
高
速
道
路

の
川
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら

神
戸
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
ま
で
の
区

間
が
３
月
18
日
㈰
に
開
通
す
る
こ

と
で
す
。

　
昨
年
、
川
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
か
ら
高
槻
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
ま

で
が
開
通
し
、
市
北
部
に
新
た
な

玄
関
口
が
完
成
し
ま
し
た
。
川
西

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
少
し
足

を
延
ば
せ
ば
、
日
本
一
と
い
わ
れ

る
黒
川
地
区
の
里
山
や
、
映
画
な

ど
の
ロ
ケ
地
と
し
て
も
使
わ
れ
る

郷
土
館
な
ど
が
あ
る
た
め
、
開
通

施
政
方
針
を

表
明

大塩民生市長

　
第
１
回
市
議
会
（
定
例
会
）
で
、
大
塩
市
長
が
30
年
度
の
施
政
方
針
を
表

明
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。
全
文
は
市
役

所
２
階
の
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
と
各
公
民
館
な
ど
で
閲
覧
で
き
る
他
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
。
な
お
、同
市
議
会
で
は
30
年
度
の
一
般
会
計
を
は
じ
め
、

特
別
会
計
や
公
営
企
業
会
計
の
予
算
案
な
ど
が
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の

主
な
事
業
展
開

30
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
規

模
は
、
５
６
９
億
４
１
０
０
万
円

で
す
。

経
常
的
な
事
業
に
加
え
て
、
市

の
第
５
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
と
地
方
創
生
総
合
戦
略
を
進
め

る
た
め
に
、
子
育
て
支
援
や
教
育

環
境
の
整
備
、
健
康
づ
く
り
施
策

の
充
実
、
複
合
施
設
「
キ
セ
ラ
川

西
プ
ラ
ザ
」
の
整
備
な
ど
に
係
る

予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
で
は
、
東
谷
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
出
先
機
関
の

開
設
や
、
キ
セ
ラ
川
西
地
区
内
の

道
路
整
備
の
完
了
を
め
ざ
し
た
予

財
政
課

（
７
４
０
）
１
１
３
０

30
年
度
予
算
案

会　　計　　名

水 道 事 業

病 院 事 業

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険 事 業

農 業 共 済 事 業
介 護 保 険 事 業
用 地 先 行 取 得 事 業

中央北地区土地区画整理事業
小　計

小　計

一般・特別会計の合計

後 期 高 齢 者 医 療 事 業

下 水 道 事 業

58億2,784万円

57億4,925万円

160億6,567万円

1,094億2,446万円

163億　704万円

1,298万円
123億9,476万円

28億1,572万円

933億5,879万円

44億8,858万円

364億1,779万円

31億　349万円

60億　994万円

58億7,055万円

162億　765万円

1,116億5,837万円

203億5,643万円

1,201万円
116億8,728万円

26億4,811万円

954億5,073万円

43億2,716万円

408億8,172万円

29億2,314万円

30年度当初予算

569億4,100万円 545億6,900万円

29年度当初予算

17億8,381万円 32億5,476万円

合　　　計

特
別
会
計

※借換債を除く場合 558億7,190万円 535億　 20万円

※一般会計の借換債を除く場合 922億8,969万円 943億8,193万円

※一般会計の借換債を除く場合 1,083億5,536万円 1,105億8,957万円
 

企
業
会
計

合　　　計

30年度当初予算

  99億5,002万円

  91億2,604万円

8億2,398万円

71億6,284万円

1億9,347万円

6億1,355万円

73万円

16億1,541万円

195億3,602万円

29年度当初予算

98億2,974万円

  90億　712万円

8億2,262万円

72億6,800万円

1億9,236万円

6億5,838万円

70万円

16億4,742万円

195億9,660万円
 

市 民 税

個 人 市 民 税

法 人 市 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

市 た ば こ 税

入 湯 税

都 市 計 画 税

□会計別予算案

□市税の内訳
税　　　目

※表やグラフ中の数値は、端数の関係で合計が一致しない場合があります

歳出
569億4,100万円

土木費 10.3％
58億5,718万円

衛生費 12.8％
73億1,048万円

歳入
569億4,100万円

□一般会計の歳入と歳出

民生費 38.6%
220億484万円

総務費 14.0％
79億6,624万円

公債費 10.0％
57億1,505万円

教育費 9.0％
51億5,079万円

消防費 3.1％
17億8,630万円

その他 2.0％
11億5,012万円

市税 34.3%
195億3,602万円

国庫支出金
15.8％
89億9,854万円市債 15.2％

86億7,804万円

地方交付税
 12.2％

69億2,000万円

県支出金 6.3％
35億7,456万円

地方消費税交付金
4.1％

23億727万円

繰入金 2.6％
14億9,821万円

その他 9.5％
54億2,837万円

算
を
計
上
し
て
い
ま
す
（
30
年
度

予
算
の
主
要
事
業
は
４
～
７
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）。

一
般
財
源
は
横
ば
い

投
資
的
事
業
は
増
加

歳
入
で
は
、
市
税
収
入
や
使
途

が
制
限
さ
れ
な
い
一
般
財
源
総
額

に
つ
い
て
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
程

度
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
投
資
的
経
費
の
増
加
に

よ
り
、
そ
の
財
源
と
な
る
国
庫
支

出
金
や
市
債
、
民
生
費
の
財
源
で

あ
る
国
県
支
出
金
の
額
も
増
加
し

て
い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
民
生
費
が
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
を
含
め
た
医
療
・

介
護
な
ど
に
係
る
経
費
（
約
59
億

円
）
や
障
が
い
者
支
援
（
約
35
億

円
）、生
活
保
護
に
係
る
経
費
（
約

38
億
円
）、児
童
手
当
の
支
給
（
約

24
億
円
）、
保
育
所
運
営
な
ど
に

係
る
経
費
（
約
44
億
円
）
な
ど

で
、
前
年
度
と
比
べ
て
約
14
億
円

増
加
。
歳
出
予
算
の
38
・
６
％
と

大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

特集 施政方針と予算案

　30 年度予算案が市議
会（定例会）で審議され
ています。ここでは、そ
の概要を紹介。「30 年度
当初予算の概要」は、市
役所２階の市政情報コー
ナーの他、市ホームペー
ジで公開しています。
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後
期
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト

　
市
で
は
、
25
年
度
か
ら
10
年
間

の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で
あ
る

「
第
５
次
総
合
計
画
」
を
策
定
。

25
～
29
年
度
の
具
体
的
な
施
策
の

目
標
と
取
り
組
み
内
容
を
総
合

的
・
体
系
的
に
示
し
た
、
前
期
基

本
計
画
が
目
標
年
次
を
迎
え
、
30

年
度
か
ら
は
後
期
基
本
計
画
が
始

ま
り
ま
す
。

　
後
期
基
本
計
画
の
期
間
は
、
30

～
34
年
度
の
５
年
間
。
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
社
会
の
進
行
、
市

民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
、
市
を

取
り
巻
く
環
境
に
的
確
に
対
応
す

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
各
施
策
の

成
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、
将
来
に

わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

新規・戦略　こども・若者ステーションの開設　 6,560 万円
　キセラ川西プラザ内に、子育て世代包括支援センターや子
ども家庭総合支援拠点、子ども・若者総合相談センターなど
の機能を持つ「こども・若者ステーション」を開設します。
継続・戦略　妊婦健康診査費助成事業の拡充　1,932 万円
　妊婦健康診査費助成額を妊婦１人当たり上限８万円から
10 万円に増額します。
新規・戦略　５歳児発達相談事業の実施　58 万円
　就学前の子どもの発達について適切な支援が受けられるよ
う、５歳児発達相談事業を実施します。
新規・戦略　病児保育事業の実施　202 万円
　病後児保育に加え、病気の回復期に至っていない児童を保
育する病児保育を実施し、事業の拡充を図ります。
新規・戦略　民間認定こども園（保育所）・小規模保育事業
の整備支援　 3 億 9,803 万円
　待機児童の解消に向けて、民間保育施設の開設や増改築に
係る経費を補助します。
継続・戦略　市立認定こども園の整備　 8 億 3,885 万円
　川西南・川西中学校区の市立幼稚園・保育所の老朽・耐震
対策と、地域の子ども・子育て支援の充実を図るために、認
定こども園の整備を行います。

こども未来プロジェクト

継続・戦略　キセラ川西プラザのオープン　27 億 9,835 万
円
　キセラ川西に、キセラホールや公民館などの文化関連施設
と、「こども・若者ステーション」や社会福祉協議会などの
福祉等施設を集約した複合施設「キセラ川西プラザ」をオー
プンします。
継続・戦略　キセラ川西の都市基盤整備　2 億 7,369 万円

（特別会計へ計上 )
　引き続きキセラ川西の道路整備を進め、都市基盤整備の完
了をめざします。
継続　豊川橋山手線の整備　 6 億 4,730 万円
　美園町と絹延町地内の都市計画道路豊川橋山手線の道
路・踏切拡幅を進めます。
新規・戦略　子育て世帯などへの（仮称）空き家活用リ
フォーム助成制度の実施　1,000 万円
　貴重な住宅資源を有効に活用するため、市外から転入す　
る子育て世帯などを対象とした、「（仮称）空き家活用リ
フォーム助成制度」を新設します。
継続・戦略　親元近居助成制度の実施　2,600 万円
　子育てや介護などの共助を推進し、転入・定住促進を図る　
ため、住宅取得時の登記費用の一部を助成する、「親元近

　居助成制度」を引き続き実施します。
継続・戦略　結婚新生活支援助成制度の実施　 1,200 万円
　若者世帯の結婚新生活の門出を応援するため、新生活に必
要となる費用の一部を助成する「結婚新生活支援助成制度」
を継続して実施します。
継続・戦略　黒川地区における観光まちづくりの検討　 322 
万円
　黒川小学校校舎をはじめとした、黒川地区に存在する資
源の一体的な活用方策など、日本一の里山といわれる同地
区における観光まちづくりについて、検討を進めます。
継続・戦略　「あんばい ええまち かわにしプロジェクト」の
展開　1,154 万円
　都市のイメージアップと定住地としてのまちの魅力を
PR するため、「あんばい ええまち かわにしプロジェクト」　
を引き続き展開します。

継続・戦略　かわにし健幸マイレージの実施　6,786 万円
　他市町と連携して新たな手法を導入し、新規に 1,000 人を
追加募集し、実施します。
新規・戦略　がん検診の個別受診勧奨の実施　 658 万円
　がん検診の受診率向上を図るため、40・45・50・55・60
歳の人へ個別受診勧奨を実施します。
新規・戦略　５歳児発達相談事業の実施（再掲）　 58 万円
　説明はこども未来プロジェクトに掲載。

継続・戦略　妊婦健康診査費助成事業の拡充（再掲）　 1,932 
万円
　説明はこども未来プロジェクトに掲載。
継続・戦略　特定健康診査と後期高齢者健康診査における尿
酸検査の追加　12 万円 ( 一部特別会計へ計上 )
　高尿酸血症などの早期発見や治療のために、特定健康診
査と後期高齢者健康診査の検査項目に尿酸検査を追加しま
す。
継続・戦略　在宅医療・介護連携支援センターでの支援の継
続　 688 万円（特別会計へ計上）
　在宅医療・介護連携支援センターで、医療・介護サービス
提供者の連携支援や情報の集約・一元化を継続して行いま
す。
新規・戦略　東谷地域包括支援センターの出先機関の開設
110 万円（特別会計へ計上 ) 
　東谷地区のコンビニエンスストアに地域包括支援センター
の出先機関を開設し、より身近に相談できる体制を整備しま
す。
継続・戦略　（仮称）火打健幸公園の整備　8,500 万円
　火打地内に、健康遊具と防災機能を備えた「（仮称）火打
健幸公園」を整備します。
継続・戦略　（仮称）出在家町健幸公園のオープン　3 億3,100 
万円（29年度 予算の繰越）
　出在家町地内の松山浄水場跡地に、備蓄倉庫をはじめ、防
災機能も兼ね備えた「（仮称）出在家町健幸公園」をオープ
ンします。

こころ豊かな子どもを育む環境を創出するため、妊娠、
出産といったそれぞれの子育てのライフステージにおい
て、切れ目のない支援を行うとともに、子どもの生きる
力を育むための環境整備をめざします。

特集 施政方針と予算案

新規・戦略　１号認定保育料の一部無償化
　市立幼稚園と認定こども園の１号認定児童について、低所
得世帯を対象に保育料を無償とします。
継続・戦略　留守家庭児童育成クラブの拡充　4,754 万円
　民間団体が運営する留守家庭児童育成クラブの支援を拡充
するとともに、川西・加茂・牧の台小学校の市立留守家庭児
童育成クラブの定数増を図ります。
継 続・ 戦 略　ALT（外国語指導助手）などの配置の拡充　 
1,712 万円
　英語力の向上を図るため、小学校の外国語活動の全授業に
ALT( 外国語指導助手 ) などを配置するとともに、中学校・特
別支援学校では ALT の配置を拡充します。
新規　夏季休業期間の短縮 　261 万円
　小・中・特別支援学校において、夏季休業期間を短縮し、
年間授業日数を３日間増やすことで、学力の充実に向けた
取り組みを推進します。
継続・戦略　スクールソーシャルワーカーの拡充　
341 万円
　さまざまな悩みを抱える子どもたちの支援を行うた
め、スクールソーシャルワーカーの配置を全中学校区に
拡充します。
新規・戦略　川西南中学校のエレベーター整備　
2,300 万円
　安全で快適な教育環境の充実を図るため、
川西南中学校にエレベーターを整備します。
継続・戦略　センター方式による中学校給食
の PFI 導入可能性調査　500 万円
　センター方式による中学校給食の実施に向け
て、PFI 導入の可能性について調査します。
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まちの魅力向上プロジェクト

市民が安全・快適・便利に暮らせるまちづくりを進める
ため、都市基盤の整備はもとより、自然環境との調和の
取れた良好な住環境を維持・創出し、地域の活性化を図
ることでまちの魅力の向上をめざします。

いきいき健康プロジェクト

市民一人一人が健康で生き生きとしたまちづくりを進め
るため、老若男女を問わず健康増進につながる施策を展
開するとともに、保健・福祉・医療の連携体制の強化を
めざします。
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■施策体系

2018.037 6

行財政
改革の
取り組み

　30 年度に取り組む主な項目と効果見込
み額を計上しています。
　また、行財政改革の実行に伴う必要経費
については、その経費を調整した上で計上
しています。

問い合わせ　経営改革課　 （740）1120

行財政改革後期実行計画（計画期間
は 30 ～ 34 年度）の状況を 30 年
度当初予算段階で取りまとめました

施策体系別事業
　施策体系に沿って、30 年度の施策体系別事業を紹介します（重点プ
ロジェクト掲載事業を除く。「あんばい ええまち かわにし創生総合戦
略」に該当する事業には「戦略」と記載）。施策体系は下図の通り。

継続・戦略　既存の公園整備の改良・更新に当たり、
市民の健康づくりを推進するため健康遊具などを設
置　7,882 万円
継続　花屋敷団地等建替事業実施方針に基づき、
PFI 事業の実施に向けて準備　3,064 万円
新規・戦略　多数の人が利用する民間施設の耐震化
に向けた耐震診断に対して助成　253 万円
継続・戦略　橋りょうの安全確保と長寿命化を図る
ため、南花屋敷地内の JR 線路上に架かる橋りょう
を点検　7,000 万円
継続　久代地内の市道 82 号、中央町地内の市道３
号と見野地内の市道 12 号の道路拡幅のため、用地
測量や物件調査などを実施　3,424 万円
継続　見野地内の都市計画道路見野線の道路拡幅の
ため、用地測量や物件調査を実施　820 万円

継続　石道地内の市道 284 号外の道路拡幅のため、
物件調査や工事などを実施　3,390 万円
継続・戦略　新名神高速道路などの高架下を活用し
た公園を整備　1,300 万円
継続・戦略　空家等対策計画に基づき、空家などの
増加を未然に防ぐとともに、関係諸団体などと連携
を図り、対策を実施　39 万円
継続・戦略　中心市街地のにぎわいづくりと新たな
魅力を創出するため、「川西まつり」「きんたくんバル」

「川西まちなか美術館」などの催しや「藤ノ木さんか
く広場」などでのイベントを支援　1,819 万円
継続・戦略　女性の起業を支援するために「川西
女性起業塾」を開催　180 万円
新規　市内のため池の安全性を確保するため、点検
を実施　158 万円

暮らし 住む・にぎわう

新規・戦略　認知症行方不明高齢者を早期に発見
するため、行方不明者の情報を地域の捜索協力員
に電子メールで、一斉に送信できるシステムを構築　
320 万円（特別会計に計上）
継続　一の鳥居老人福祉センターのトイレ改修や耐
震補強工事などを実施　942 万円
新規　誰もが自殺に追い込まれることのない社会の
実現をめざすため、「（仮称）自殺対策計画」を策定　
382 万円
新規・戦略　防災行政無線による緊急情報をケーブ

ルテレビ網に接続し、室内でも聞き取りやすい環境
を整備するとともに、避難行動要支援者に対しては
負担軽減を実施　236 万円
継続・戦略　施設老朽化に対応し、耐震性を確保す
るため、消防本部と南消防署、訓練棟を整備　2 億
2,440 万円
継続　消火活動に必要な設備を適正に配置するた
め、キセラ川西に耐震性防火水槽を設置　850 万円
継続　購入から年数が経過した消防団車両を更新　
3,650 万円

安全安心 安らぐ・備える・守る

継続　耐震性を確保するため、緑台公民館の耐震補
強工事を実施　1,734 万円
継続・戦略　安全で快適な教育環境を保つため、小
学校 1 校と中学校２校の運動場の改良工事を実施　
1,810 万円
新規　市立認定こども園を円滑に運営するため、保
育業務管理システムを導入　82 万円

新規　就学前の教育・保育と小学校の教育が円滑
に接続できるよう、接続期カリキュラムを検討　
16 万円
継続・戦略　文化財の保存啓発に向けて、勝福寺古
墳の周辺に散策路を整備　6 億 8,721 万円
新規・戦略　市指定文化財の天然記念物を PR する
ため、案内板を設置　72 万円

生きがい

継続　耐震性を確保するため、総合センターの耐震
補強工事を実施　5,306 万円
継続　市ホームページの見直しを行うとともに、

フェイスブックなどの SNS の活用や、報道機関
への情報提供を通じて、市政情報を市内外に発信　
451 万円

つながり 尊ぶ・関わる

育つ・学ぶ

継続　（仮称）市立総合医療センターの整備に向け
て、要求水準書作成支援などのアドバイザリー業務
を委託　1,296 万円
継続・戦略　現在分庁舎にある清掃事務所を移転す
るため、旧北部処理センターの一部を解体するとと
もに改修を実施　4 億 7,851 万円

継続　未利用公有地を売却し、民間での未利用地の
有効活用と財源対策を実現　4,101 万円
継続・戦略　地域活動などの担い手を育成するセミ
ナーを充実させるなど、本市の持つ「市民力」や「地
域力」が発揮できる環境を整え、市民などの公益的
な活動をさらに推進　149 万円

行政経営改革大綱 挑む

文書や印刷などの見直し

環境への配慮

■革新し続ける行政経営の推進

取り組み項目 効果見込み額

合　計

□行財政改革の取り組み項目と効果見込み額

324万円

■持続可能な財政基盤の確立

効率的で効果的な行政サービスの提供

※表中、端数の関係で合計が一致しない場合があります

業務の改善、事務事業の見直し

協議会などへの加盟や書籍の定期購読の見直しなど

適正な給与体系に向けた段階的な整理

歳入の確保

市公式ホームページのバナー広告掲載権の売却

■機動的な組織体制の構築と人材の育成

組織再編と人員配置

時代に対応した組織体制の見直し

224万円

100万円

6,033万円

6,000万円

33万円

11,188万円

11,188万円

17,545万円

特集 施政方針と予算案

５つの視点から見る
30
年
度


